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巻頭 宇宙を観る，人生を観る 随筆
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　五月の末に北京を獲って，天津から船に来り込んだ其の日から，同件した英

子が病氣を訴へ，大連に着いてからも，星ケ浦のホテルで床に就いたま場　自

分が漏洲の奥地を講演族忌中も，依然として快癒せす，それどころか，六月の

中頃ハルビンから大連に諦って來た時には，英子は其の数日前にホテルから病

院へ引き移ったと聞き，闇然たらざるを得なかった．病氣は，初めは感胃であ

ったものが，膓カタルとなり，次でリウマチ性の全身紳経痛に攣って了つた．

六月の末になって，容態は幾らか良くなったやうに見えたので，瞥師や親友た

ちのすNめもあり，思ぴ切って病人を般に乗せ，幸ひにも珍らしい『乱隠な航海

をなし，：更に，富戸から京都までは自動車に，出迎えの二見も附き添ぴつN，

漸く宅までたどり着いたのであったが，宅で直ぐさま床に横臥させると，間も

なく艦温は40。にも昇ったので，驚いて書証の診断を乞ふたところ・心臓判辛膜

炎に悪化したと言はれ，自V日看護婦2人を雇ぴ，絶封安静を持するうち・3ヶ日

後に，更に子宮の故障を獲見され，愈々重態となって了つた．一こんなわけ

で，四ケ月ぶりに館朝して，自分は，會ふべき人もあり，報告すべきこと，相

談すべきこと，整理すべき旧事など，全く放梛して，全家一致・病人の看護に

努めた．昨今に至って，漸く病氣は快方に向ひ，家のものどもも愁眉を開いた

といふ仕末である．

　遠近から聞き傳へて，見舞ひを受けた親族や知友たちの中に・二三日前・來

訪ざれた一醤師があった．この英子の病中，我々としては・只・主治醤の人格

と手腕とに信頼して，心配のうちにも希望を失はす・日々を過したことを自分

は此の友に語ったところ，友は；
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ“いや詔が嚇でなくて・救鱗であったがため・礁な薦と磯とを

有癩けることが出來たのです・若し幽の徽の唄が止ヒんな繍でも礒

船であるとすると，とて棋んなことでは巨細ない仏師とい描のは，

家族が曝し醐合など・専門家である悲しさに・すぐ最悪の場合を恥して

主人が先づ狼狽し始め，とても落ちついては居られないものです”云々，吉論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　じセ
はれ・“なるほど・なる駝”と泊分に駄に恵凝る所があるやうに恥（

次第である．

自分は・昼緒では馳ため・醤術や締のことは知らないが一天文疑し

て立ってるるため・實は評常にも，樋の人々嚇じない’岨砂なからす

繍する・尤も・近年畷らか鍵とつたせいか・よ舵人なみに近づいて來

たやうであるが・恰も蘇騰がカミナリ総オt・騨家が縄帯豫防鞠

を受けたがらないのと同様，若い時には，船に来っても，船長の手腕を疑がつ

たり，天籍禰聞いても・開戦鋤の裏の灘で心酉已したり旧観含

には・鱒この自分の頭上に薩が享客ちて勅いと蝦らないと織ったり，

ボケトに一一つ嚇言＋では不安だと考へて・三つも四つも時言＋を踏しやうとし

たり・とにかく・他人から笑は縫うなことを，力醗酵へて・耀い・り

したものである・これ等は皆・素人には了解し得ない“玄人の1畷み”である．

　世が進むにつれて・一般の素人の人々を尻日にかけて・玄人は盆々玄人らし

くなって行く・殊爆口のやうに・世の中の離が系田かく分化して行け賄く

ほど漸謂“玄バが局面にナ曾して行き，そして其の玄人の杜塗下存在話

しく眼について來る・絡ぴには，政治も宗教も皆一種の玄人の跳梁する世舞と

なって了う・しかし・自分は常々思ふととろであるが・一能この“玄人”とい

ふものは・拗て獅分野に於いて・只・極めて深く燃と手腕と撃ち涌

せる人々である故に，其の分野に於いては甚だ重要な存在であり・且つ尊上さ

れる側雌有つ納ではあるけれど洪の代り誰触畳豊から見ると，麹・幌

野がせまく議力鰍け・自信（否・むしろ自惚）が強く，常識の不足するな

ど，一面から見ると，歓黙の非常に多い人々である．

天燃の間響いても・こうした玄人と素人との圃嘱今は至る所に珈1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロフエシヨナル
amるのであるが，上言己の舳によって漸謂“玄べは皆“其の専　rの分
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アマアユア野に於いて”といふ條件付きでのみ，尊敬されるべきであると同時に，“素人”

といふものを，決して玄人は侮ってはならない．素人は，覗野の廣い貼に於い

て，専門に囚はれない自由人である黒占に於いて，又，判富力の正しv・黒占に於い

て，研究封象と祉會とに諭して常に謙虚な態度を有つ黒占に於いて，玄人の有ち

得ない美黒占が非常に多い．一龍，本來から言へば，學術の研究などといふこと

は，こうしたアマチュアらじい牛皮によって始めて實現される筈のものであっ

て，むしろ，偉大なる素人の下に於V・て，玄人が働いてこそ，研究の最も健全

な宿老が豫期されるのである．

　とういふ見地から見ると，大局から考へて，我が日本の，一一た璽に天文學

黒のみと言はす一一一般の學界は猛省すべきことが多いやうに思ふ．殊に我が

國の信者の大多数は官吏であり，官吏であるが故に，豫算に縛られ，服務規律

に縛られ，熱意を短き，創造力に劣り，そのくせ，氣位が高く，溝極的で，自

巳の榮進のみに腐心する徒輩が多い．始れを外國の謡扇と比べて見ると，外面

では墨者は多く自由人であり，何ものにも囚はれす，常識に富み，研究を心か

ら虚しみ，積極的で，研究のためには，寝食を忘れ，自己の榮達や，肚會的名

湯を顧みないとV・ふ主意氣中に生きてみる．即ち，換言すれば，我が國の濡者

は多く官僚的乃至俗吏的であるに類し，外國の亡者らしい學必中には，超俗的

で，自由人型で，アマチュアと一脈相通する心意氣を有ってみる人が多い．國

際的見地から見て，評判の割合に，我が國の學界が奮はない原因が此うした黒占

にあると思はれる．

　此等の瓢，大に考へなければならない．（七月＋日）
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